
NPO法人地域再生機構理事長（小水力、地域経済等） 
NPO法人みんなで子育てドロップス理事長（柄にもなく子育て支援もやってます）  

（フードパントリー事業：年間７t以上の食材を、ひとり親家庭・困窮家庭に供給！！） 
 

　恵那市野井区区長（人口1,100人ほどの村長・”村はずれの狂人”）　

駒宮博男

真庭なりわい塾第９期　第２回

食料高騰時代、特に主食の高騰にどう対処できるか？

食と農の変遷



自己紹介の続き 

もしかしたら、みなさんより少しだけ「百姓」に近いかも・・・・

「百姓」とは、百の技術（適正技術？）を持つもの？？



我が家（築15年程　ジオデシックドーム） 
（庄内・土岐川最源流　恵那市三郷町野井）

庄内・土岐川最源流

ここに住む人が「最上流階級」？



父の作った日本初の実用型コンピュータ
（ETL Mark Ⅱ　国立科学博物館）

幼少の頃、沢山のリレーが家に
転がっていた！

◆幼少時より、ゲーデルの不完全性定理、アインシュタイン相対論等々を聞かされて育つ。 

◆科学者に囲まれ、科学者の非科学性を痛感しつつ成長？ 
 （後藤以紀さん、江崎玲於奈さん、小柴昌俊さん・・・・・）



（補）私の修行歴（海外登山歴）
• インド 
・Sickle Moon(6574m)、Brammah Ⅰ(6416m) 
・Eiger(6003m)、Brammah’s Wife(5279m) 
・Satopanth(7075m)・・・・・

• パキスタン 
・Bature Ⅰ(7788m) 
・Nanga Parbat(8125m)

• ネパール 
・Mera Peak(6654m) 
・Parchamo(6187m)

• 旧ソ連 
・Communism(7495m) 
・Lenin(7130m) 
・Korjenefskaya(7105m)

• 中国 
・Xixabangma(8013m)

• 北アメリカ 
・McKinley(6192m)

東大を中退し、プロの登山家に！
（立前は、高所生理学研究）

（国際高所医学・生理学シンポジウムで論文発表し、
ヤクザな道から足を洗う。）

（その後、起業を経てNPO活動に・・・）

◆NPOとしての活動は・・・・・ 
・基本は“持続可能社会構築の為の研究と実践” 

・食、エネルギー自給に関する研究と実践 
（エネルギー：小水力、木質バイオマス） 
・持続可能な地域構築に関する研究 

（人口減少シミュレータ、地域経済シミュレータ）

（ライフワークは、意味論・認識論・宇宙論・・・）



若い頃、ヒマラヤで登山を 
（インド、ネパール、パキスタン、中国、旧ソ連・・・） 

カシミール（北部パキスタン）を 
旅して分かったこと  

 
人は森林がないと生きていけない 

（定住は出来ない）

これが持続可能社会の根本！ 

森林や農地が豊富な真庭は、本質的な意味で持続可能性を持っています



イスラマバードから麓までは、ほぼ砂漠



インダス川上流は、荒れた地帯が続く



メルヘンヴィーゼ（お伽の国）到着



人間にとって絶対必要な森林 
（若干の例外はあるが・・・・）



ここから食と農の話



プロローグ（先ず、抑えるべきこと） 

あなたの体は何で出来ているか 

（食と農の根本は、「身体性」）



・食は、大地と水と遺伝子の創造物＝生物
　　⇒　自給自足の民は、食と自分の身体を区別しない 
　　⇒　自分の身体の外部への「広がり感」 
　　　　　⇒　「農地も森林も私の体の一部」 
　　⇒　体（土）をおいて、どうして他の土地に避難出来るのか！ 
　　　　　　（福島で生涯農を続けてきた老人）⇒『身土不二』

・体細胞は、ほぼ３ヶ月で交換される 
　⇒　マウス：食後僅か3時間でしっぽの先まで！ 
　　⇒　生体は常時物質交換している  
　　　　　⇒　物質としての人間は常に流動的 
　　⇒　そもそも、どこからどこまでがあなたの肉体か？？ 
　　　　　⇒　厳密な意味での「個人の境界」は存在しない！！ 
　　⇒　「個人」という概念は近代以降の幻想か？　



では、あなたの体は「体細胞」だけか？
そもそも、体細胞の数は・・・・

続いて微生物（主に細菌）の数は・・・・

最後に、ウィルスの数は・・・・

37兆個？　60兆個？

40兆匹？（100兆匹？？）

380兆個（匹？）！！

これらを全て合わせて、あなたの体です！！

では、「あなた」とは一体何なのか？？？ 
あなたは、体内の細菌ウィルスも「あなた」の一部と認識しているか？ 



ここから、食と農の話 
まずは、自給の話 

30年前から、米と野菜はほぼ自給してます！ 
（米、野菜の高騰？　全然平気！！）



現在栽培中＋収穫済みのものは・・・・・

箒蜀黍（ほうきもろこし）、稲藁

タマネギ1年分（400個）

ニンニク

田植直後の稲



すでに収穫、収穫中

ビワ 梅 ブルーベリー

キュウ
リ

ナス

トマト

ジャガイモ各種



すでに定植

大豆の苗（通常のもの） 大豆の苗（岩沢式）

大豆、黒豆、青豆、小豆（計300程）



ここ数年で作ったもの（数え切れん！）
◆米等 
　・コシヒカリ 
　・モチ米 
（・小麦、古代米） 
　・トウモロコシ 
　・蕎

　　　　　　　　　　◆野菜等　　　　　　　　　　 

　・タマネギ各種 
　・ジャガモ各種 
　・サツマイモ各種 
　・里芋 
　・ニンニク 
　・エシャロット 
　・長ネギ 
　・大根 
　・白菜 
　・人参 
　・大豆 
　・黒豆 
　・エンドウ 
　・モロッコ 
　・十六ササゲ 
　・レタス各種 
　・ナス各種 
　・キュウリ各種 
　・ツケウリ 
　・ニガウリ 
　・ズッキーニ

◆果実 

　・梅 

　・ビワ 
　・イチゴ 

　・ブルーベリー 
　・キウイ 
　・ヤマブドウ 
　・スイカ各種 
　・メロン

　・ごぼう 
　・水菜 
　・小松菜 
　・コウタイサイ 
　・チンゲンサイ 
　・ターサイ 
　・ピーマン 
　・アマナガ 
　・シシトウ 
　・カボチャ各種 
　・キャベツ 
　・芽キャベツ 
　・二十日大根 
　・アスパラガス 
　・茗荷 
　・三ッ葉（野生） 
　・オクラ 
　・ヤーコン 
　・菊イモ

◆ハーブ等 

　・良く分からんが沢山 
　・ワサビ 
　・エゴマ 
　・紫蘇 

◆野生のもの 

　・ニラ 
　・ワラビ 
　・ツクシ 
　・たらの芽 
　・コシアブラ 
　・筍 
　・山栗 
　・マタタビ 

◆キノコ類 

　・椎茸　・ナメタケ 
　・ヒラタケ 

　・栗茸　・イグチ 
   ・ナメタケ 

◆養鶏 
　・烏骨鶏 
　・ちゃ鶏 

◆ジビエ 

　・猪　・熊



（補足）ジビエが食肉の基本？！

内蔵と脳を捨てたら、ネパー
ル人の友人に叱られた！！

交通事故死のイノちゃん 
（若い♀） 猪の罠につかまった熊くん

高級食材？ 
爪はキーホルダーに？



食糧危機に対処するには・・・・ 
究極の選択は、「自給」です！

自給すべきは、 
米・麦・大豆（豆類） 

（これが和食の基本）



和食の基本は、何と言っても 

炊きたてのご飯と、 
みそ汁と、 
漬け物！！ 

手始めに米と味噌について

ということで、米と大豆を考える



私が30年間やってきた米作り



播種まで
育苗（「苗半作」）　

-35日-

田圃での仕事

　-120～130日-
刈り取り、
乾燥、保存

まじめな米作り　(私が30年近くやってきた方法）

農協頼みの米作り

• 播種は結構大変！
• 籾必要量は思想で決まる
• （60g～200g）

籾保存

計画

籾用意

塩水選

浸種

催芽

培土

播種

味よし！

何を何反作るか

100g/箱*反数*24箱

ばか苗、消毒等も

積算100℃

温水で「鳩胸」状態に

培土用意

播種機で

苗代準備

育苗箱洗浄

苗代整備

育苗箱並べ

保温

緑化

苗箱切り

苗箱運搬

耕起、台形で平に

洗浄器で

べちょべちょに

ぴったり圃場に

新聞紙＋有孔ポリ

保温財はがし

ピアノ線で

軽トラで

草刈

田起こし

水路修復

代掻き

畦塗り

田植

除草剤

施肥 
水管理 
雑草取り 
草刈

「ぼた」の草刈

代掻き前荒起こし

取水口、用水管理も

出来る限り平に

畦の修復（モグラ）

田植え機整備

田植後1週間以内

適宜
適宜（隣と水争い！）
適宜（大変！）
適宜（大変！）

刈り取り準備

刈り取り

はざで乾燥

脱穀

籾保存

機械整備

はざ用意、はざがけ

水分測定

脱穀＋藁積み

食べるとき籾摺り精米
・通常は玄米保存

・または農協の保存庫で

• 育苗箱並べは大変
• 苗箱切りも大変
• 苗箱運びも大変

• 田植準備は大変
• 田植はとにかく大変
• ぼたの草刈が稲作労働の大部分！！
• 除草剤1回は必要？

• 稲刈りは楽しいが重労働
• 籾は生きたままの保存

米作りの実例



稲作の歴史と米価の変動



コメ、反収の推移（山形県）

http://www.okomeno-tawaragura-ask.jp/rice-story/2013/07/post-19.htmlより

一人１石（2.5俵）の時代 

（150Kg/年）
一人１俵の時代 
（60Kg/年）

 M29                                  T1                                                     S1                                     S20                                          S40                                   H1                  H10                 H20                                                      

米の反収は飛躍的に上がったが、 
反面、米の消費は2/5に！！

http://www.okomeno-tawaragura-ask.jp/rice-story/2013/07/post-19.html
http://www.okomeno-tawaragura-ask.jp/rice-story/2013/07/post-19.html
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１石当たり!!
１俵当たり!!

年
1942 食料配給・米の供出制度
1946
1967 米

生 産

高史上最高
1969
1970 減反目標を農家に配分
1975 米集荷１万俵越え
1978

生 産
者米価4.2%引き下げ

1987
生 産

者米価5.95%引き下げ
1988

生 産

者米価4.6%引き下げ
1992 転作目標67.6万ha
1993
2005 農業経営基盤強化促進法
2006 真庭農協と落合

町

農協合併

出来事

2.5合/日配給

転作奨励制度

記録的凶作

『中和年表』（竹内禎治著、H18）から
（竹内禎治氏：吉田の住人、農協勤務30年）

この頃までは、稲作は何とかやっていけた

米価は下落

一瞬急騰！



遂に日本人の主食はパンへ！！？

2009年、米とパンの家計消費額は逆転！！ 

⇒10,000円/人・年のパンを購入、消費 

⇒　1,000人のマーケットでは、1,000万円のパン消費



和食の中核＝味噌

我が家では毎年味噌を作っている！
「手前味噌」とはよく言ったもので、自家製味噌は美味しい！ 
スーパーで買えばすぐですが、自分で作るのもいいよ！！









『食と農の変遷』

ここからが本番！ 
（と言っても、奥が深すぎて・・・・・・）



食と農の本質的課題は・・・

１.　食と農の分離による、「身体性」の崩壊 
　　・食農分離⇒人間と自然の分離⇒東洋的自然観の崩壊  

２.　低自給率をどう考えるか 
　　・様々な自給率 
　　・食を変えれば、自給率は向上する！ 
　　・自給的経済を捉えなおす 

３.　あと10年（5年！？）で日本の農業は崩壊します！！  
　　・どんな形でもいいから、”農”を拡大しないとまずい！！



その１ 

「食と農の分離」をどう考えるか



生産者 消費者 マーケット
家族内自給

地域内自給

食の市場経済化

食と農の分離を考える

（食と農の分離） 地域における保存技術、一次加工技術の喪失

　　　　　様々なタイプの市場経済 

・生産者：不特定、消費者：不特定　→　スーパー  
・生産者：不特定、消費者：特定　　 →　生協等会員制 
・生産者：特定、消費者：不特定　　 →　直売所 
・生産者：特定、消費者：特定　　　　→　会員制直売、CSA

生産者（農）と消費者(食）が一致していた



食・農分離　⇒　身体性の崩壊 

⇒　自然の外部化 

⇒　東洋的自然観の崩壊 
 

（近代がつくった幻想「個人」に縛られた社会システム）



その２ 

「低自給率」をどう考えるか

他国に食を依存することが如何に危険か・・・ 
（コロナ、ウクライナ、アメリカの旱魃・・）
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オーストラリア!!
カナダ!!
フランス!!
ドイツ!!
イタリア!!
オランダ!!
スペイン!!
スウェーデン!!
スイス!!
英国!!
アメリカ!!
日本!!

世界各国の食料自給率の推移

これが、日本！



世界の穀物自給率の推移

大阪府教育センターHPより駒宮加

http://the-liberty.com/article.php?item_id=3585より

自給率100％越えなきゃ
国じゃねーの！！

日本

英国



『食糧危機』週間ダイアモンド　2007年7月21日

食生活が変わり、輸入が増えた！ 

とにかく、米をもっと食べよう！！ 
（日本酒ももっと飲もう？！）

白い部分が輸入 
（自給率：73%⇒40%）

油脂は2.6倍、肉類は3.6倍に 
（米の減少分が油脂と肉に）



我が家の食料自給分析
単価 単位 数量 価格

米 600 kg 180 108,000

タマネギ 50 個 350 17,500
ジャガイモ 200 kg 300 60,000
トマト 500 kg 20 10,000
ナス 500 kg 15 7,500
ピーマン 600 kg 5 3,000
サニーレタス 800 kg 10 8,000
人参 700 kg 10 7,000
大根 100 本 50 5,000
白菜 200 個 30 6,000
小松菜 150 束 40 6,000
ホウレン草 150 束 40 6,000
空芯菜 150 束 30 4,500
キャベツ 200 個 10 2,000
菜花 150 束 30 4,500
ブロッコリー 150 個 5 750
キュウリ 40 本 300 12,000
苦

瓜

60 本 100 6,000
長ネギ 150 束 100 15,000
エシャロット 200 束 5 1,000
エンドウ 150 袋 20 3,000
ササゲ 150 束 10 1,500
ニラ 180 束 10 1,800
ニンニク 100 個 50 5,000
ズッキーニ 100 本 30 3,000
カボチャ 100 個 20 2,000
里芋 800 kg 30 24,000
クワイ 5,000 kg 1 5,000
サツマイモ 800 kg 20 16,000
筍 1,000 kg 10 10,000
大葉 100 束 50 5,000
唐辛子 2,000 kg 0.5 1,000
ハーブ類 200 束 10 2,000

大豆 800 kg 5 4,000
小豆 1,200 kg 5 6,000
落花

生

2,000 kg 3 6,000

椎茸 1,200 kg 2 2,400
ヒラタケ 1,200 kg 1 1,200

梅 1,000 kg 3 3,000
キウイ 100 個 500 50,000
ビワ 50 個 20 1,000
イチゴ 800 kg 0.3 240
ブルーベリー 2,000 kg 0.2 400

味噌 600 kg 20 12,000
パン 100 個 300 30,000
梅干し 3,000 kg 2 6,000
梅ジャム 1,000 kg 10 10,000
トマトソース 200 kg 3 600
オニオンスープ 300 kg 10 3,000
タバスコ 1,000 kg 3 3,000
ドライハーブ各種 1,000 種 5 5,000
干し柿 150 個 40 6,000
ケーキ菓子類 200 個 50 10,000

合計 528,890

※　50万円/年位は自給している 

　　　（平均すると、30分/日くらいの労働） 

　　⇒時給換算すると、2,500円/時間くらい？



経済構造を変えるとどうなるか？ 
（食とエネルギーを、国民の約２割が私レベルの自給をしたとき・・・・・）

（条件） 総世帯数 54,000,000
GDP 500兆円
家計消費総額 300兆円

年間金額 想定世帯数 （総世帯数比） 小計 対家計消費総額 ％ 対GDP比 ％
自給 500,000 10,000,000 18.52 5,000,000,000,000 1.67 1.00
贈与 50,000 10,000,000 18.52 500,000,000,000 0.17 0.10
熱 300,000 10,000,000 18.52 3,000,000,000,000 1.00 0.60
電気 200,000 20,000,000 37.04 4,000,000,000,000 1.33 0.80

（計） 1,050,000 （計） 12.5兆円

自給項目

2.504.17
食料

エネルギー

もし自給すれば、この部分は、稼ぐ必要なし

※　食、エネルギーだけでなく、住、衣、教育、医療、福祉等 
　　も自給、ないし地域自給で、さらに稼ぐ必要なし！！

農業売上約９兆円に迫る！
（GDPは4.9兆円！！）



その３ 

日本の”農”は10年後（5年後？）崩壊！！



農業者の人口は、この30年で急速に減少！！！

新規就農者は
僅かに増加

スマートテルワール協会講演資料より　駒宮加筆



皆さんも、
無理なく少しずつ、

食と農を楽しんで下さい！
 

自給でもビジネスでも、
”農”に関わる人が一人でも増えることを願っています

食はしあわせの源です！ 
そして料理は日々行える創造的な行為です！

都会にお住まいの方は、是非CSAに参加しましょう！


